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男女共同参画に関する市民生活意識調査・事業所実態調査・市民団体 

等実態調査について 

 

 １ 調査の目的 

   令和３年度を始期とする「次期たかまつ男女共同参画プラン」の策定に向けて

の基礎資料とするため、男女共同参画に関する市民、事業所、市民団体等の意識

調査を実施する。 

 

２ 調査種別（案）（全３，５００件対象） 

 市民生活意識調査 

      市内在住の１８歳以上の市民から２，４００人を無作為抽出し、３９項目の

質問で調査を実施する。 

 事業所実態調査 

      市内の事業所から１，０００事業所を無作為抽出し、３１項目の質問で調査

を実施する。 

 市民団体等実態調査 

      市内の市民活動団体等から１００団体を無作為抽出し、１２項目の質問で調

査を実施する。 

 

 ３ 調査項目変更点等（案） 

   

①市民生活意識調査 

  ＜新規に追加した調査項目＞ 

 
調査項目 理由 

① 
女性が地域活動のリーダーになるため

に必要なことは何か 

地域での女性の登用や活躍への取組

が遅れているため 

② 

女性活躍推進法が施行されたことによ

り、就業希望、両立支援など、働く場面

において、５年前と比較してどう変化し

たか。 

平成２８年２月に「女性活躍推進法」

が施行され、女性活躍の取組が重要

となっているため 

③ 
性的少数者(ＬＧＢＴ)について知って

いるか 

多様な性を認め合える社会を目指す

中で、認知度が低いと思われるため 

④ 
性的少数者（ＬＧＢＴ）にとって、どの

ようなことが問題だと思うか。 

性的少数者（ＬＧＢＴ）に対しての

世間の認識を把握するため 

⑤ 
ハラスメントを受けた、または、見聞き

したことがあるか。 

女性活躍推進法の施行後３年の見直

しにおいて、ハラスメント防止対策

の方針がある 

⑥ 
セクシュアル・ハラスメントは、どのよ

うなことが原因で起きると思うか。 

セクシュアル・ハラスメントの根絶

に向けて原因を把握するため 
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 ＜新規に追加した選択肢＞ 

  【問２６】男女平等に関する次のことがらについてご存知ですか 

       ・女性活躍推進法 

       ・政治分野における男女共同参画推進法 

 

  【問３２】男女共同参画社会に関する行政への要望について 

       ・労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進 

める 

 

   Ｆ２  性別 

       １ 男性  ２ 女性  ３ 答えたくない  

 

 ＜変更した選択肢＞ 

   Ｆ３  年齢 

   （Ｈ２６） １ ２０～２９歳  

  

   （Ｒ１）  １ １８～２９歳  

 

＜調査内容表題の変更項目＞ 

   （Ｈ２６） 

 

   （Ｒ１） 

 

 

   （Ｈ２６）  

 

   （Ｒ１） 

 

 

②事業所実態調査 

＜新規に追加した調査項目＞ 

 
調査項目 理由 

① 性別に関係なく採用しているか 

採用において、男女のみならず、性

的少数者（ＬＧＢＴ）も含めて採用

しているか状況を把握するため 

② 従業員の平均有給休暇取得率について 
「働き方改革」の取組として、重要

な項目であるため 

③ 
「働く人の視点に立った課題」としての

取組をしているか 

「働き方改革」を推進するためには、

具体的な取組が重要であるため 

④ 
過去２年間にハラスメントについて従

業員から相談があったか 

女性活躍推進法の施行後３年の見直

しにおいて、ハラスメント防止対策

の方針がある 

男女平等意識について 

男女平等と多様性について 

男女間における暴力について 

男女間における暴力（ＤＶ）とハラスメントについて 
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⑤ 
各種ハラスメントの対策としてどのよ

うなことに取組んでいるか 

女性活躍推進法の施行後３年の見直

しにおいて、ハラスメント防止対策

の方針がある 

 

     ※問２６については、質問の表現を一部変更している。 

      【問２６】（Ｈ２６）「女性がその能力を十分発揮できる環境」 

           （Ｒ１） 「女性がその能力を十分発揮し活躍できる環境」 

     

 

＜調査内容表題の追加・変更項目＞ 

   （Ｈ２６） 

 

   （Ｒ１） 

    

 

 

   （Ｈ２６）  

 

（Ｒ１） 

 

   （Ｈ２６） 

 

       （Ｒ１） 

 

        

４ 調査スケジュール（案） 

       調査票発送準備     ９月下旬～１０月上旬 

       調査回答期間     １０月中旬～１０月下旬 

       調査結果集計・分析   １１月上旬～１２月中旬 

 

     ５ 調査票（案） 

       別紙のとおり  

従業員の就労・配置状況について 

従業員就労状況とその取組について 

従業員の配置状況について 

女性の雇用について 

女性の雇用・活躍について 

ハラスメントについて 

セクシュアル・ハラスメントについて 



調査目的

前回調査
との比較
（新規・継

続等）

施策の
評価指

標

1

問１ 「男は仕事、女は家庭」という考えについて、賛成か反対か 固定的な性別役割分担意識 継続 ○ 1
男女共同参画社会
の実現に向けた意識
改革

問２ 「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人生活」への関わり方（希望・現実）
家庭、地域、職場のバランス
のとれた生活

継続 6

雇用等の分野におけ
る男女の均等な機
会・待遇の確保と
ワーク・ライフ・バラン
スの推進

問３
家事等（掃除、洗濯、食事、地域活動、しつけ、介護など）をどの程度行っ
ているか

家庭内での家事への関わり
度

継続 ○ 6 〃

問４ 家事（育児・介護を含む）について、家族でどのように分担すべきか
家庭内での家事等の分担意
識

継続 6 〃

問５
育児や介護を社会全体で評価していこうという考えがあるが、どのような形
で評価すべきか

育児や介護などの経済的・
社会的評価のあり方

継続 6 〃

問６
結婚に対する意識（結婚するしない、子どもを持つ持たない、同居、別姓な
ど）

継続

問７ 子どもの育て方（女の子はやさしく、男の子はたくましく等）に対する意識 継続

問８ 安心して子どもを生み育てるための環境や支援策についての重要点
子育て支援のための環境づ
くりと支援策

継続 6

雇用等の分野におけ
る男女の均等な機
会・待遇の確保と
ワーク・ライフ・バラン
スの推進

2

問９ 現在、どのような地域活動に参加しているか 地域活動への参加状況 継続 7
地域における男女共
同参画の推進

問１０ 地域活動に参加していない理由は何か 地域活動に参加しない理由 継続 7 〃

問１１
男性が女性とともに、地域活動や家事、子育て、介護を積極的に行うため
の重要点

男性が地域活動等を行うた
めの重要点

継続 7 〃

問１２ 防災の分野において男女共同参画を推進するための重要点
防災分野で男女共同参画を
推進するための重要点

継続 9
男女共同参画の視

点に立った防災体制
の確立

問１３ 男女平等を目指した学校教育に対する意識
男女平等を目指した学校教
育への意識

継続 2
多様な選択を可能に
する教育・学習の充
実

3

問１４ 女性が職業を持つことについての意識
女性が職業を持つことにつ
いての意識

継続 5
男性中心型の働き方
改革と女性の活躍推
進

問１５ 結婚退職等の後、女性が再就職しやすくするための重要点 女性の再就職支援の重要点 継続 5 〃

問１６ 進路や職業を選択する際に、性別を意識したか
進学や就職における性別意
識

継続 5 〃

問１７ 職場の中で、女性についてどのように感じるか
職場における女性に対する
意識

継続 ○ 5 〃

問１８ 男女が平等に仕事を続けていくために必要なこと
男女が平等に仕事を続けて
いくための重要点

継続 6

雇用等の分野におけ
る男女の均等な機
会・待遇の確保と
ワーク・ライフ・バラン
スの推進

4

問１９
仕事や家庭、地域活動、趣味・娯楽など、希望する時間の使い方ができて
いるか

ワークライフバランスの現状 継続 6

雇用等の分野におけ
る男女の均等な機
会・待遇の確保と
ワーク・ライフ・バラン
スの推進

問２０ 時間を取りすぎている活動と、 逆に、取れていない活動は何か ワークライフバランスの現状 継続 6 〃

問２１ 自分が希望する時間の取り方ができるようになるための重要点
ワークライフバランスを実践
するための環境

継続 6 〃

現行プランでの位置付け
（主要プランの区分）

調査項目

男女共同参画に関する市民生活意識調査（R1）

地域活動への参加・学校教育・防災活動について

家庭生活・子育て・介護について

ワーク・ライフ・バランスについて

就労について
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調査目的

前回調査
との比較
（新規・継

続等）

施策の
評価指

標

現行プランでの位置付け
（主要プランの区分）

調査項目

男女共同参画に関する市民生活意識調査（R1） 資料４－４

問２２
仕事と生活の調和が実現した社会について、４５年前と比較してどう変化
したか

４５年前と比べたワークライ
フバランスの実現に対する
意識

継続 6 〃

5

問２３
各分野（家庭生活・職場・地域活動の場など）において男女の地位は平等
か

各分野における男女の地位
の平等感

継続 ○ 1
男女共同参画に向
けた意識改革

問２４
政治や行政、職場などにおいて、政策や方針決定の過程に女性がもっと
参画すべき職業や役職は何か

政策・方針決定過程への女
性の参画意識

継続 4
政策・方針決定過程
への女性の参画の
拡大

問２５
政治や行政、職場などにおいて、政策や方針決定の過程に女性の参画が
少ない理由は何か

政策・方針決定過程への女
性の参画の環境

継続 4 〃

問 女性が地域活動のリーダーになるために必要なことは何か
地域での女性リーダーの育
成

新規 7
地域における男女共
同参画の推進

問
女性の活躍を推進する法律ができたことにより、就業希望、両立支援な
ど、働く場面において、５年前と比較してどう変化したか

女性活躍推進法による意識
の変化

新規 5
男性中心型の働き方
改革と女性の活躍推
進

問 性的少数者（ＬＧＢＴ）について知っているか
性的少数者（ＬＧＢＴ）に関す
る認知度

新規 1
男女共同参画社会
の実現に向けた意識
改革

問 性的少数者（ＬＧＢＴ）にとって、どのようなことが問題だと思うか。
性的少数者（ＬＧＢＴ）に対す
る意識

新規 1
男女共同参画社会
の実現に向けた意識
改革

問２６
男女共同参画に関する用語の周知度（ジェンダー、ワーク・ライフ・バラン
ス等）

用語の周知度
継続⇒
用語の
追加

○ 1
男女共同参画社会
の実現に向けた意識
改革

6

問２７ ＤＶに関する制度や相談窓口、ＤＶに当たる行為などで知っているもの ＤＶに関する認知度 継続 ○ 8
女性に対するあらゆ
る暴力の根絶

問２８ ＤＶを受けたことがあるか（内容と頻度） ＤＶの状況 継続 8 〃

問２９ ＤＶを受けたことがある人について、その時誰に相談したか
ＤＶの相談先、また相談しな
かった場合の理由

継続 8 〃

問３０ ＤＶを防止するために必要なこと（家庭での教育、学校での教育など） ＤＶ防止のための重要点 継続 8 〃

問３１ セクシュアル・ハラスメントを受けた、または見聞きしたことがあるか
セクシュアル・ハラスメントの
状況

継続 8 〃

問 ハラスメントを受けた、または見聞きしたことがあるか ハラスメントの状況 新規 8 〃

問 セクシュアル・ハラスメントは、どのようなことが原因で起きると思うか
セクシュアル・ハラスメントの
状況

新規 8 〃

7

問３２
男女共同参画社会を形成していくために行政が重点的に取り組むべきこと
は

行政の果たすべき役割
継続⇒
用語の
追加

問３３ 男女共同参画社会や男女間の暴力についての自由意見 継続

問３４ 男女共同参画社会の実現に向けてのキーワード 継続

男女共同参画社会に関する行政への要望について

男女間における暴力について 男女間における暴力（DV）とハラスメントについて

男女平等意識について 男女平等と多様性について



調査目的

前回調査
との比較
（新規・継
続等）

施策の
評価指
標

前回調査
で経年変
化を記載

1

問１
３０歳以上の中途採用、出産退職者の再雇用など、どのような採用を行っ
ているか

採用制度の状況 継続 ○ ○ 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

問 性別に関係なく採用しているか。 採用時の状況 新規 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

2

問２ 平均的な１日の労働時間（残業を含む）についてどう思うか 長時間労働に対する意識 継続 ○ 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

問３ 過去２年間又は今後、労働時間の短縮を実施（した）するか 労働時間短縮に対する取組 継続 ○ 6 〃

問 従業員の平均有給休暇取得率の割合 有給休暇取得率の状況 新規 6 〃

問 働く人の視点に立った課題としての取組をしているか 働き方改革の取組状況 新規 6 〃

問４ 男性または女性のみを配置している職種があるか 性別による配置の状況 継続 ○ 6 〃

問４-2 上記のような職種はどのような職種か 性別による配置をしている職種 継続 ○ 6 〃

問４-3 上記のような配置を変えていく意向があるか
性別による配置を改善する意
向（能力や適性による配置）

継続 ○ 6 〃

問５ 管理職に占める女性の割合はどれくらいか 女性の管理職登用の状況 継続 ○ ○ 6 〃

問５-2 管理職に占める女性の割合が少ない理由は何か
女性の管理職登用が進まない
理由

継続 ○ 6 〃

問６ 女性管理職登用について、どのような取組をしているか
女性管理職登用についての具
体的な取組

継続 6 〃

3

問７-1 男女別の育児休業取得者数 育児休業取得状況 継続 ○ ○ 6 〃

問７-2 育児休業取得者の男女の比率 性別による育児休業取得状況 継続 ○ 6 〃

問８ 男女別の育児休業取得期間はどれくらいか
男女別の育児休業取得期
間

継続 ○ 6 〃

問９ 男女別の介護休業取得者数 介護休業取得状況 継続 ○ 6 〃

問１０ 育児・介護休業取得に伴う代替要員の確保など、対応の取組内容は
育児・介護休業取得に伴う対応
策

継続 ○ ○ 6 〃

問１１ 育児・介護休業制度を定着させる上での問題点は何か
育児・介護休業制度を定着させ
る上での問題点

継続 ○ 6 〃

問１２ 子どもを育てながら働いている者に対してどのような配慮をしているか
育児をしながら働き続けられる
環境づくりへの取組

継続 ○ ○ 6 〃

問１３ 家族の介護をしながら働いている者に対してどのような配慮をしているか
介護をしながら働き続けられる
環境づくりへの取組

継続 ○ ○ 6 〃

問１４ 女性（母性）の健康管理のためにどのような配慮をしているか 働く女性の健康管理の状況 継続 ○ 6 〃

男女共同参画に関する事業所実態調査（R1）

現行プランでの位置付け
（主要プランの区分）

調査項目

従業員の採用について

従業員の就労・配置状況について

従業員の育児・介護等について

従業員の就労状況とその取組について

従業員の配置状況について
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調査目的

前回調査
との比較
（新規・継
続等）

施策の
評価指
標

前回調査
で経年変
化を記載

男女共同参画に関する事業所実態調査（R1）

現行プランでの位置付け
（主要プランの区分）

調査項目

資料４－４

4

問１５ パートタイム等労働者を雇用している主な理由は何か パートタイム労働者の位置付け 継続 ○ 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

問１６ パートタイム等労働者の労働時間・労働日数の状況はどうか
パートタイム労働者の労働の
実態

継続 ○ 6 〃

5

問１７
セクシュアル・ハラスメントについて，従業員に共通の理解が得られている
か

セクシュアル・ハラスメントに対
する理解の状況

削除 ○ 8
女性に対するあらゆる暴
力の根絶

問１８ セクシュアル・ハラスメントが事業所内で問題になったことがあるか
セクシュアル・ハラスメントの現
状

削除 ○ 8 〃

問１９
セクシュアル・ハラスメントの防止のために実施している（予定の）主な取
組は何か

セクシュアル・ハラスメント防止
への取組

削除 ○ 8 〃

問２０
セクシュアル・ハラスメントについて，過去2年間で相談があったことがある
か

セクシュアル・ハラスメントの相
談の状況

削除 ○ 8 〃

5

問 過去2年間にハラスメントについて従業員から相談があったか。 ハラスメントの現状 新規 8
女性に対するあらゆる暴
力の根絶

問 各種ハラスメントの対策としてどのようなことに取組んでいるか。
ハラスメントに対する具体的な
取組

新規 8 〃

6

問２１ ワーク・ライフ・バランスを重要視しているか
仕事と生活の調和に対する意
識

継続 ○ 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

問２２ ワーク・ライフ・バランスについての主な取組は何か
仕事と生活の調和に対する具
体的な取組

継続 6 〃

7

問２３ 女性を雇用・活用する上での問題点は何か
女性を雇用・活用する上で
の問題点

継続 ○ 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

問２４ 女性従業員がいつまで働くことを望むか（結婚まで、出産までなど）
女性の雇用の在り方に対する
意識

継続 ○ 6 〃

問２５ 女性の雇用管理で最近どのような点が変わったか 女性の雇用管理の変化の状況 継続 ○ 6 〃

問２６
女性が能力を発揮し活躍できる環境を整えるために取り組んでいる主なも
のは何か

女性が能力を発揮できる環境
づくりへの取組

継続 ○ 6 〃

問27-1
事業所に男女共同参画を推進する担当部署を設置又は専任の担当者の
配置はあるか

女性が能力を発揮できる環境
づくりへの取組

継続 ○ 6 〃

問27-2
担当部署を設置又は専任の担当者の配置していない場合、今後、設置又
は配置する予定はあるか

女性が能力を発揮できる環境
づくりへの取組

継続 ○ 6 〃

8

問２８ 男女が平等に仕事を続けていく上で必要なものは何か
男女が平等に仕事を続けていく
ために必要な環境

継続 ○ 6

雇用等の分野における
男女の均等な機会・待遇
の確保とワーク・ライフ・
バランスの推進

問２９
雇用の場の男女平等を進めるため、男女の格差をなくしていく必要がある
主なものは何か

雇用の場の男女平等を進め
るために必要な男女の格差
是正

継続 ○ 6 〃

問３０
男女共同参画社会の実現に向けて重要と思うこと。男女の雇用、働きや
すい社会づくりなどについての自由意見

継続

ワーク・ライフ・バランスにいて

女性の雇用・活躍について

男女共同参画について

パートタイム等について

セクシュアル・ハラスメントについて

ハラスメントについて



分析

前回調査と
の比較（新
規・継続・削

除）

問１ 団体の組織種別は何か 団体の種類 継続

問２ 団体の主な活動目的は何か 団体の活動目的 継続

問３ 団体の所在地は何町か 団体の所在地 継続

問４ 団体の会員数は何人か（会員数、会長、副会長、支部数、男女別支部長数） 団体の会員数等 継続

問５ 過去５年間で、どのような活動をしたか 団体の活動実績 継続

問６
人権、男女共同参画、平和に関する活動団体において、参加者や地域はどう
変わったか

人権、男女共同参画の活
動による参加者、地域の
変化

継続

問７
人権、男女共同参画、平和に関する活動団体に参加してあなたはどう変わっ
たか

人権、男女共同参画の活
動による自身の変化

継続

問８ 団体は男女共同参画社会づくりにどのように取り組んでいるか
男女共同参画社会への
取組内容

継続

問８－２
団体に男女共同参画を推進する担当部署を設置又は専任の担当者の配置は
あるか

男女共同参画を推進する
担当部署の状況

継続

問８－３
担当部署を設置又は専任の担当者の配置していない場合、今後、設置又は
配置する予定はあるか

男女共同参画を推進する
担当部署の設置予定

継続

問９ 団体の今後の重点目標は何か 団体の活動の重点目標 継続

問１０ 男女共同参画社会の実現に向けて、重要と思われることを一言で表すと何か 継続

問１１ 男女共同参画社会の実現に向けて、高松市が取り組むべき課題は何か 継続

問１２ 男女共同参画の社会づくりについての自由意見 継続

男女共同参画に関する市民団体等実態調査（R1） 資料４－４
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